
〇 法人が農地の引き受け手となり、水路・農道の維持管理を実施し地域の農業生産活動を
維持する体制を確立。米の高付加価値化やソバの６次産業化、都市農村交流活動を推進。 

 

○ 法人が耕作者のいない農地を引き受けるとともに、中心

的な役割となって水路・農道を管理（集積面積 H26:12ha）。

また、農作業受託を通じて転作を推進(転作面積そば:3.0ha 

麦:3.2ha) 。 

○ 府知事認定のエコファーマー制度により、米を高付加価

値化して販売。転作で栽培しているソバの加工・販売にも

取り組み、農家レストラン「犬甘野風土館季楽」や市内の

直売所を中心に半生そばを販売。（法人の農産物売上：

H22:4,700万円→H26:5,300万円） 

○ ６月には付近の河川でほたるが舞う中で「ほたるコン

サート」、11月には「秋の味覚ふるさとフェア」を開催し、

都市住民との交流を推進。 

取組の概要 
 

○ 当地区は、丹波地域中心の亀岡市の市街地から

約10kmの標高400ｍの山間部に位置。平成元年にほ

場整備が完了。 

○ 昭和58年、地区内で地域農業振興協議会を設立

し、営農組合を経て、昭和63年、集落の農家全戸

加入の農事組合法人「犬甘野営農組合」を設立。 

○ ほ場整備により区画は集約されたが、新たな担

い手も少なく、高齢化等により法面の草刈等、日

常の維持管理も困難になってきたため、平成12年

より本制度に取り組む。 

地域の現状 

【ほたるコンサートの様子】 
  

 

 ３－⑤ 京都府亀岡市犬甘野集落協定  

協定面積：33.4ha（全て田） 交付金額：702万円（個人配分41％、共同取組活動59％） 
協定参加者：農業者49人､農業生産法人1 協定開始：平成12年度 

【農家レストラン】 【転作で栽培しているソバ】   
【協定農用地】 
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